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中学校保健体育教師を対象とした養護教諭の

保健授業担当に関する調査研究
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目的　学校健康教育の実施体制の充実を図るために，養護教諭の保健授業担当ができるように教

育職員免許法が改正（1998年）された。養護教諭の保健授業担当には，保健体育教師の理解

と協力が不可欠である。そこで，保健体育教師の立場から養護教諭の保健授業担当について

検討してみた。

方法　公立中学校426校の保健体育教師を対象に，質問紙郵送法による無記名式で調査した。養

護教諭の保健授業担当に関する意識や実態，および，保健授業に関する意識を調査した。回

収できた242校を分析対象とした。

成績　養護教諭の保健授業担当に賛成した者は68.6％で，その理由には，養護教諭の知識・技能

をあげた者が最も多くなっていた。

　養護教諭の保健授業担当の経験がある者は35.5％で，担当した単元は「心身の機能の発達

と心の健康」が最も多くなっていた。養護教諭の担当に適切な単元は「傷害の防止」が最も

多くなっていた。

　養護教諭の保健授業担当の賛否と担当経験では関連がみられ，経験がある者に賛成が多く

なっていた。

　保健授業は「かなり役立つ」84.3%，学習効果は「あがっている」88.8％，授業は「充実

している」54.6％，授業に「負担を感じない」44.6％となっていた。

　保健授業の問題点は「授業に必要な設備・器具などが不備である」64.5％，保健授業の改

善策は「教材研究の時間を増やす」55.0％と，それぞれ最も多くなっていた。

　保健体育教師の保健授業に関する意識と養護教諭の保健授業担当の賛否や経験にはあまり

関連はみられなかった。県別，性別，生徒数別に養護教諭の保健授業担当の賛否や経験に差

がみられた。

結論　保健体育教師には養護教諭の保健授業担当に賛成する者が多く，また，養護教諭の授業担

当経験もかなりみられた。しかし，保健体育教師の保健授業に関する意識と養護教諭の授業

担当の実態とは必ずしも関連がみられなかった。これらのことから，学校健康教育担当者と

しての役割分担について，養護教諭と保健体育教師の共通理解が必要であると考えられた。

Key words : 中学校，保健体育教師，養護教諭，学校健康教育，保健授業
















	47_06_0530.pdf
	page1




